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戦後の地域振興を目的に発足して以来、地域ととも
に、地域社会の発展に尽くしてきました。今年4月か
ら新中期経営計画をスタートさせておりますが、創業
60周年の区切りの年に、いまいちど創業の原点を振
り返り、「農耕型の経営」を実践し、郷土とともに成長
していきたいとの思いを新たにしております。　

創業60周年を迎え
とうぎんの目指す姿とは

　日本政策金融公庫による農業経営アドバイザー
資格者10名を主体とした、「とうぎんチームアグリ」
のリーダーでもあり、当行のアグリビジネス支援の立
上げから、中心的役割を担う。

平成17年4月　アグリビジネス支援の専担者となる
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平成22年4月　アグリビジネス推進部長
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《司会》東北銀行は今年11月に 60周年を迎えま
すが、60年前の設立の経緯についてお話をお聞
きしたいのですが。

【頭取】人間に例えれば 60歳は還暦ですから、当
行が創業 60 周年を迎えたことは、非常に感慨深
いものがありますね。当行は戦後の疲弊期に地
域復興が遅々として進展しない中、地域経済の活
性化と中小企業の振興を目的に、当時の商工会の
方々の強い決意により発足した戦後第 1号の普通
銀行です。
　本日の座談会にあたり東北銀行の設立について
書かれた新聞を読み直したのですが、「銀行には
風格を、行員は人格を練磨していただきたい」と、
つまり「自由闊達で民主主義的な銀行をつくって
いただきたい」と書いてありました。思い返して
みると、当行はずっとその考え方で続いてきたよ
うな気がします。当行 25 周年の時に開催された
座談会でも、30 歳の私自身が「人づくりや挨拶
の大切さ」について話している記述があり、基本
的なことというのは時代の変化に関係なく、とて
も大切な、忘れてはならないことなのだと強く感
じました。

《司会》4月からスタートした新中期経営計画の
目指すべき姿の中で「農耕型の経営」の文言が目
を引きますが。

【頭取】以前から、特に金融業では「狩猟型」「農
耕型」という言葉がずっと使われてきました。し
かし 90 年前後のバブル経済の頃から「農耕型」
を実践する銀行も、目指す銀行もなくなったと思
います。どんな遠くまでも獲りに行く「狩猟型」
ばかりで、例えばメガバンクは支店がない地方で
も、一本釣りでどんどん融資攻勢を行ってきたわ
けです。そして結果的には貸しっ放し、その後の
貸しはがしを行い、地方の企業が痛手を受けてし
まったという苦い経験があります。地方銀行はそ
うであってはならないと思っています。現在、当
行には優良なお客様がたくさんいらっしゃいま
す。それは、「共存共栄」の方針で取引が始まり、
長くお付き合いしたことが現在につながっている
のです。
　頻繁にお客様のところに足を運ぶ事が一番目。
これは農作物に例えると種を蒔くということ、次
に声をかける、お話を聞くということ、これは水
をやるということと一緒だと思います。そして肥
料にあたるのが東北銀行の持っているノウハウを

伝えるということだと思います。当行のノウハウ
が他の銀行と同じでは意味が無いわけですから、
新しいことを考えて他にないノウハウを提供でき
る銀行であり続けることが大切です。その結果、
きれいな花が咲いたりおいしい果実が実ったりす
るわけで、そのときにお互いに喜んで収穫にあた
りましょうと。私は、地方銀行の基本は「農耕型」
だと思っていますので、中期経営計画の 2年間と
いうよりも、ずっとこの方針を続けるべきだと考
えています。「地域社会の発展に尽くし共に栄え
る」との経営理念にもピッタリ合いますし、創業
の精神とも合致するものです。お客様とじっくり
腰を落ち着けて長くお付き合いしましょうという
意味で、今回はあえてこの言葉を使いました。

《司会》新中期経営計画では農耕型の経営を支え
る柱として「地域産業の創出」を掲げられ、その
中心を担うのがアグリビジネス支援ということで
すが。やはりこれも農耕型に通じる考え方からで
しょうか。

【五十洲】アグリビジネス支援は、5、6年前まで
銀行があまり取組んでいなかった分野でしたが、
当行が先行して新規参入した分野です。頭取から
お話があったとおり、「農耕型の経営」の基本は、
まず足で情報を入手することだと考えています。
各地域で、底辺を拡大しながらお客様を取り込ん
でいくということに全行あげて取組んでいます。



佐藤 健志戦略サポート部長

　20代で中小企業診断士の資格を取得。ファクタリ
ング等の先進的資金供給手法に取組み、新たな提
案ツールを常に考案。

平成18年10月　地域戦略部戦略サポート室長
平成22年 4 月　戦略サポート部長

及川 幸恵茶畑支店副支店長
（マネージャー）

　勤務地を限定したエリア行員として業務課長を歴任。
平成21年4月より勤務地を限定しないフリー行員を選
択。平成22年4月より当行初となる個人のお客様向け
に業務機能を特化した店舗のマネージャーに就任。
　

平成22年4月　茶畑支店（愛称：とうぎん茶畑プラザ）
 　　 副支店長（マネージャー）
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今年度に入り農業経営アドバイザーを配置してい
る店を中心に、アグリビジネス推進店を設置して
おります。現在 10 店舗ですが、もっと拡大して
いきたいと思っております。
　当行はアグリビジネス支援の取組みを平成 17
年から開始し、今年で 6年目になりますけれども、
情報やノウハウがない中で地域を歩いて情報を積
み上げ、今やっとかたちになりつつあります。ま
さに農耕型の精神でアグリビジネス支援を実践し
てきたのですが、地域の方々からも評価をいただ
けるようになってきたと感じております。

《司会》もう一つの柱である「中小企業の支援」
ですが、具体的な手法として「ファクタリング」
など聞きなれない言葉がありますが。

【佐藤】「ファクタリング」については、昨年度
から新たな取組みとしてスタートしております。
ファクタリングとは「納入企業が支払い企業向け
に保有している売掛債権を SPC（特別目的会社 )
が一括して買取ることにより、支払企業に代わっ
て納入企業に代金を支払う仕組みです。従来は大
企業が支払手形をなくすことを一義的な目的とし
て実施されていました。なぜ大企業しかできな
かったかというと、システム上や事務手続き上の
様々なハードルがありまして、売掛債権の取扱量
が多くないとコストが吸収できませんでした。そ
こで他行との連携の中で、共同で SPC（特別目的
会社）を設立しコストを低減したことで、岩手県

内の中堅企業でも取扱いができるようになりまし
た。債権が100億前後でしかできなかったものが、
４、５億でも取組みができるようになりましたの
で、積極的に提案を進めております。現在 1件ご
契約をいただき、今期も 3件が具体的に動き出し
ております。ご提案するときに最初に申し上げる
のは、ファクタリングのセールスポイントとして、
導入される企業様も参加される企業様もそれぞれ
にメリットが受けられるというところです。
　また地域型シンジケートローンや債権流動化と
いうことも行ってまいりました。他行に比べて
も先進的な取組みだったと思います。このような
ことがなぜできたかといいますと、頭取がおっ
しゃっているとおり、お客様へのノウハウを提供
する、しかも他行と違うノウハウを提供していく
との基本的な考え方が経営から我々まで認識の統
一がなされていたからだと考えております。
　4月より単独の部となりましたので、現在部内
では新しいことは自分たちで考えてどんどんやっ
ていこうと話しています。ただし基本理念は維持
しながら、進化を常に求めていこうと。それと、
戦略サポート部だけではなく全行運動、そして継
続運動にしていきたいと考えています。品揃えは
ある程度できましたので、これからは法人営業を
中心に新規先を訪問したいと思っております。そ
の際、融資を売らないということを前提に、お金
を借りて下さいではなく、ニーズや悩みを聞いて
くる。これを継続的に行うことで、結果として預
金取引なり融資なり、お取引を開始していただく
という考え方で進めていきたいと思います。

【頭取】佐藤部長の「融資を売らない」という考
え方ですが、私はいいことだと思っています。
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アグリビジネス支援を始めるときに五十洲部長に
も「貸さなくてもいい。ゆっくりやりなさい」と
言いました。我々の主たる業務は預貸金業務です
から、貸すということは大事な業務です。しかし
貸出残高だけを追い求めて、強引に貸出を進めて
いては、お客様に迷惑がかかってしまいます。迷
惑のかかる貸し方というのは、やはり考えなけ
ればならない。しっかりコンサルティングもでき
るかたちでなければ本物の融資ではないと思いま
す。私は経営者ですから当然銀行の収益というも
のを常に考えなければなりませんが、金儲けのた
めなら何をやってもよいという発想の銀行づくり
はしたくないと思っています。お客様に「こうい
うやり方もありますよ」と選択肢を示すことがで
き、東北銀行は私たちのことを考えて色々提案し
てくれる銀行だなと感じていただくことが重要で
す。そうなれば、よりお客様の信頼度が高まりま
すし、当行のファンになってくれます。それこそ
が先程からお話している「農耕型」の本物の姿だ
と思います。

《司会》農耕型の経営を着実に実践される中でも、
常に新しい提案をしていきたいとのお考えが頭取
にはあるようですが、今回女性だけの店舗につい
ても新たな試みとして取組んでいらっしゃいます
ね。

【頭取】この 4月から盛岡市の茶畑支店と大館町
支店を女性だけの店舗として、個人のお客様向け
に業務機能を特化したとうぎんプラザとして刷新
いたしました。私が女性の積極登用に取組んでも
う 25 年以上になりますが、ようやく実を結んで
きたのかなと思います。私が人事部で研修の担

当していた頃は、女性の役付は
1 人か 2 人しかいま

せんでした。

その当時これからの時代は、窓口やオペレーター
として女性が重要さを増していくと思っていまし
たから、活性化を図るために女性だけの研修会を
開きました。そのとき女性全員から嘆願書を渡さ
れたんです。女性の中から役付行員をもっと出し
てほしいと。私は部長にかけあって、女性登用の
重要性を説いたんですが、それから毎年のように
係長、調査役、そして支店長というふうにどんど
ん生まれました。また勤務地をある程度限定でき
るエリア行員制度など様々やってきました。
　今回の均等・両立推進企業の表彰で岩手労働局
長優良賞を受けましたが、25 年以上前からずっ
とやってきたことに対して評価していただいたと
思っています。銀行はサービス業でもあり気持ち
をつかむことが大事ですから、男性だけではダメ
なんです。女性の存在感をきちっと出していく企
業でなければと思います。

【及川】今回副支店長として、管理職に登用され
ましたが、今まではエリア行員として地域を限定
し勤務しておりました。やはり子供が小さい場合、
自宅から通勤できる範囲での異動でなければ、仕
事を続けていくのは難しかったと思います。そう
いう意味でエリア行員制度というのは非常にいい
仕組みでしたし、今後も活用されていくのではな
いでしょうか。
　また結婚等を機に一度退職しても、契約行員を
経て行員として再度採用していただけるというの
も、当行の大きな特徴であり、女性の働きやすさ



につながっているのではないでしょうか。
　
【頭取】まさにそのとおりだと思います。子育て
が大変な時期に勤務エリアを限定してあげること
も大切ですし、また結婚等の事情により一度退職
しても、本人に意欲さえあれば、再度登用してい
くことも大切だと思っています。当行では一度退
職した女性が再度行員として登用され、現在業務
課長の要職を務めている方もおり、非常にいいこ
とだと思っています。今後女性が働くうえで、こ
ういったケースは増えてくると思いますので、更
に働きやすい環境を整備していきたいと思ってい
ます。

《司会》今回厚生労働省が推進する均等・両立推
進企業の表彰で岩手県労働局長優良賞の表彰と
なったのは、頭取が25年以上前から取組まれて
きたことが、結果的にこのタイミングで受賞と
なったのですね。長畑支店長も今回女性支店長に
なられたとのことですが。

【長畑】今回私も支店長ということで渉外や融資
に深く携わることになりましたが、その部分では
経験も少ないこともあり多少不安でしたけれど
も、母店からのフォローもお願いしながら進めて
います。今回の中期経営計画の業務計画では、女
性の渉外向け研修もあり、将来的に当行のために
なる施策だと思っています。これも頭取から、女
性の意見を積極的に取り入れるために、女性の

キャリア形成支援や職域拡大を推進するためのポ
ジティブアクション推進委員会が設置され、そこ
で提案がなされたと聞いております。
　私が入行した頃には、女性は結婚したら辞める
ものという意識でした。でも、女性には女性ら
しい能力があります。やはりお客様への対応がソ
フトですから、お客様へ安心感を与えられると思
います。女性ですと預かり資産などの相談業務が
中心になりますから、お客様のお話を丁寧にお聞
きすることは女性の得意分野ではないかと思いま
す。

《司会》さきほど紹介があった女性だけの店舗に
ちなんだ特徴、らしさというのはありますか。

【及川】とうぎん茶畑プラザの支店長は母店長が
兼務しておりますが、実質は女性 4名で店舗運営
を行っています。個人のお客様の資産運用ニーズ
にお応えして、お客様重視の店舗づくりを目指し
ております。法人融資、経営支援などにつきまし
ては、母店にお願いしています。課長代理の女性
が幸いにも、私が経験の少ない融資業務と渉外業
務の経験がありますので、それを活かして全員で
勉強会を常に行っています。個人業務に集中でき
るので、今まで以上にお客様に提案セールスなり
サービスができる環境にあると感じております。
当店は、ご高齢のお客様が多く、お一人お一人が
すぐに記入できなかったり、ATMにご案内しな
ければならなかったりということがあります。そ
の際に、女性ならではのきめ細かな応対ができて
いると思っております。

《司会》女性のきめ細やかさが相談業務には向い
ているとのことですが、相談業務では特徴ある店
舗を3年前に開設されていますね。

【高木】平成 19年 8月に、夢プラザ及び盛南プラ
ザ支店がオープンしました。今までにない形態の
店舗ということで、最初は戸惑いがあったことも
事実です。営業形態、勤務体制も違う中で、今年
の 8月で 3年目を迎えますが、来店客数は確実に
増えまして、「農耕型」という意味では、多少耕
すことができたのではないかと思っております。
個人のお客様というのは、普段日中は仕事をな
さっておられますので、特に資産運用や個人ロー
ンの相談というのは、お時間をとっていただける
ときでなければいいご提案ができないという難し
さがあります。そういった意味では、平日の営業



長畑 洋子南水沢支店長

　銀行窓口業務を統括する業務課長を各店で歴
任。4月より支店長として渉外もこなす。
※現在58ヶ店のうち女性6名が所属長として活躍

平成22年4月　南水沢支店長　

高木 広晃太田支店長

　平成19年に盛岡市に新設した盛南プラザ支店に
おいて個人のお客様向けの資産運用等、相談業務の
態勢を構築。

平成20年4月　盛南プラザ支店コンサルティング課長
平成22年4月　太田支店長
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時間を 19 時までにすることや、土日に営業して
いるということでお客様との接点を大切にしてお
ります。また、銀行が銀行業ではなく金融サービ
ス業を標榜していくのであれば、15 時にシャッ
ターを閉めるという時代は終わっているのかもし
れません。夢プラザのような店が少しでも増えて
いけばいいなと思うのと同時に、そこにお客様を
集中させるような仕組みをつくることが必要だと
思います。

《司会》法人から個人のお客様まで農耕型のお付
き合いをなされているのですね。今回地域とのつ
ながりを大切にする意味でも「とうぎんの森」と
して森林整備活動を行ったとのことですが。

【五十洲】「とうぎんの森」は、紫波町城山公園の
山林で昨年の 11 月からスタートし、当行と岩手
県、紫波町、NPO法人紫波みらい研究所の 4者
で調印しました。昨年から数えて 5年間、森林整
備を行っていきます。地域貢献と環境への取組み
ということで活動しておりますが、林業者の皆様
のご苦労を少しでも体験することによって、これ
からのアグリビジネス支援の中に活かせないかと
いうのも狙いとして考えております。その中で、
岩手県北地区で山ワサビを業務用ワサビの原料と
して栽培していることを聞き、実際にやってみる
ことになりました。今年の 5月に約 50 名の行員
が参加して、森林の下刈りをしたところに 480 本
の山ワサビを定植しました。最近、草取り、追肥

をしましたが順調に育っております。収穫は 2年
後の予定です。収穫物をどうするかはこれから考
えていきます。

【佐藤】環境への取組みということで、当行自ら
が環境対策に対して CO2 の削減について真剣に
取組もうと、関連部署と協議をしております。ま
た、環境診断というものをして、企業様に現状の
CO2 の削減量をお示しして、こういう設備をする
とCO2 が減りますと。その後その設備ができる業
者さんをお連れするというような、受身ではなく
能動的な働きかけをして、積極的に環境対策に貢
献したいと考えております。

《司会》最後に、60周年を迎え次世代に向けて将
来を見据えた抱負などを教えていただけますか。

【頭取】60 年といえば、人間であれば定年になる
ほどの年です。長いですね。お客様が当行をどう
見るかというのは、健全な経営をしているかどう
かで、今後もより強く要求されるのだと思います。
ですから、きちんとした経営基盤を構築していか
なければなりません。そのために何が一番重要か
というと、東北銀行らしさ。それと同時にどんな
サービスが提供できるかということですから、当
行独自のビジネスモデルを確立する必要があると
思います。そのビジネスモデルは、東北銀行のた
めだけでなく、地域のお客様のためになるものを
つくっていかなければなりません。今回の 2ヵ年
計画で 2本の柱はつくりました。この柱を強く、
太くするために何が必要かというと、人だと思い
ます。現在、若い人たちがどんどん育ってきてい
ると思います。企業にとって人が最大の財産です
から、皆さんを含め若い人たちが色んなことを自
分で考え、実行していくことが大事だと思います。
この頃嬉しいのは、「資格を取りなさい」と言わ
なくても、自主的に資格を取る行員が増えたこと
です。これは資格に限らず、自らの知識なり能力
を向上させるために努力を惜しまない風土が根付
いてきたということであり、このことが当行を強
くしていくと思っています。東北銀行には明るい
未来が待っていると信じています。お客様に、「東
北銀行はいい銀行だ」と思われるような銀行づく
りを目指していきましょう。




